
に
売
ら
れ
て
今
此
の
里
に
　
つ
ら
い
勤
め
も
ハ
ヤ
十
二
年
　
勤
め

ま
し
た
よ
主
水
様
に
　
日
頃
三
年
こ
ん
親
し
た
が
　
今
度
わ
し
故

ご
扶
持
も
は
な
れ
　
又
は
女
房
の
自
害
を
な
さ
る
　
そ
れ
に
私
が

生
存
（
な
が
ら
え
）
お
れ
ば
　
お
職
女
郎
の
意
気
地
が
立
た
ぬ

死
ん
で
意
気
地
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
　
早
く
そ
な
た
も
身
な
り
に

な
り
て
　
わ
し
が
為
に
と
香
花
頼
む
　
言
ふ
て
白
糸
一
卜
間
へ
入

り
て
　
口
の
内
に
て
唯
一
言
と
涙
乍
ら
に
ノ
ウ
お
安
さ
ん
　
私
故

こ
そ
命
を
捨
て
て
さ
ぞ
や
お
前
は
無
念
で
あ
ろ
が
　
死
出
の
山
路

も
三
途
の
川
も
共
に
妾
（
わ
た
し
）
が
手
を
曳
き
ま
せ
う
と
　
南

無
と
い
ふ
声
此
の
世
の
別
れ
　
あ
ま
た
朋
輩
皆
立
寄
り
て
　
人
に

情
の
白
糸
さ
ん
が
　
主
水
さ
ん
故
命
を
捨
て
る
　
残
り
惜
し
気
に

朋
輩
達
が
　
別
れ
惜
し
み
て
歎
く
（
な
げ
）
く
も
道
理
　
今
は
主

水
も
詮
方
な
さ
に
　
忍
び
ひ
そ
か
に
我
家
に
帰
り
子
供
二
人
に
譲

り
を
置
ひ
て
　
す
ぐ
に
其
の
ま
ま
一
間
に
入
り
て
　
重
ね
く
の

身
の
誤
り
に
　
我
と
我
が
身
の
一
生
す
つ
る
　
子
供
二
人
は
取
り

残
さ
れ
て
　
西
も
東
も
わ
き
ま
へ
知
ら
ぬ
　
幼
な
心
は
哀
れ
な
も

の
と
　
あ
ま
た
情
死
（
し
ん
ぢ
う
）
も
あ
る
と
は
い
へ
ど
　
義
理

を
立
ち
た
り
意
気
地
を
立
て
て
　
心
合
ふ
た
る
三
人
共
に
聞
く
も

哀
れ
な
話
で
ご
ざ
る
　
ヤ
ン
レ
エ
ー

河
瀬
圓
匠

「
安
政
の
大
地
震
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
部
　
和
　
也

　
我
が
家
の
菩
提
寺
臨
済
宗
海
宝
山
崇
福
寺
之
過
去
帳
を
調
査
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
時
、
諸
記
録
の
な
か
に
安
政
の
大
地
震
に
関

す
る
古
文
書
を
発
見
、
早
速
古
文
書
辞
典
を
片
手
に
独
学
で
解
読

に
挑
戦
、
長
い
日
数
を
要
し
て
ヤ
ッ
ト
意
味
が
通
じ
る
ほ
ど
に
解

読
で
き
た
の
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
著
者
読
み
下
し
）

一
安
敵
中
寅
元
年
十
一
月
五
日
未
ノ
下
刻
　
古
今
未
曽
有
之
大
地

　
震
　
居
宅
土
蔵
等
所
々
倒
レ
天
地
震
動
山
鳴
海
川
水
あ
ふ
れ
世

　
界
も
滅
す
る
か
と
皆
々
朧
魂
を
飛
し
　
老
若
男
女
押
倒
踏
倒
し

　
親
を
呼
び
子
を
た
ず
ね
走
り
出
中
候
　
然
ル
処
別
府
演
脇
之
男

　
女
六
七
歩
富
山
え
走
り
込
誠
二
大
そ
う
ど
う
　
庫
裏
方
丈
少
し

　
の
す
き
間
も
な
く
実
に
芝
居
の
桟
敷
二
群
集
致
候
様
二
面
　
夜

　
通
し
念
仏
或
ハ
誦
経
今
も
世
界
滅
盗
す
る
や
と
心
配
い
た
し
夜

　
を
明
し
候
　
夫
ヨ
リ
六
日
早
天
よ
り
男
子
の
分
は
そ
ろ
そ
ろ
引
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取
候
得
共
　
老
人
子
供
婦
人
の
分
ハ
其
値
滞
留
い
た
し
思
ひ
思

ひ
二
朝
飯
の
仕
度
い
た
し
寺
内
も
同
様
　
夫
よ
り
五
ツ
時
分
に

も
相
成
候
得
ハ
男
女
も
若
き
者
ハ
追
い
追
い
帰
宅
致
サ
レ
候

主
席
も
小
僧
を
召
連
別
府
所
々
倒
家
の
所
二
見
舞
二
参
ラ
レ
申

候
　
然
ル
所
何
者
も
し
れ
ず
嶽
山
崩
れ
山
潮
出
　
沖
よ
り
ハ
津

波
来
ル
と
町
々
腸
廻
ル
者
是
あ
り
　
夫
よ
り
た
れ
い
ふ
と
な
く

夫
山
潮
出
る
わ
津
波
の
来
ル
わ
と
一
統
さ
わ
ぎ
立
　
又
候
取
物

も
取
あ
へ
ず
残
ラ
ズ
拙
寺
境
内
菜
園
築
山
寺
内
ハ
申
二
及
バ
ズ

ー
面
二
押
登
り
藍
お
敷
　
或
ハ
土
間
二
蒲
団
を
し
き
又
ハ
渋
紙

お
敷
思
ひ
思
ひ
二
陣
取
い
た
し
　
其
夜
も
柴
津
山
が
崩
れ
出
る

津
波
が
来
ル
哉
と
夜
通
し
案
し
候
得
と
も
何
事
も
な
く
無
事

七
日
丑
之
下
刻
頃
す
こ
し
雨
降
候
得
ハ
先
々
昨
日
ヨ
リ
昨
夜
迄

何
事
な
く
無
事
　
今
朝
之
雨
に
て
い
よ
い
よ
地
震
も
是
切
と
相

見
　
一
先
安
心
事
二
思
ひ
六
歩
方
早
朝
二
引
取
寺
内
二
残
り
候

者
も
食
事
と
も
い
た
し
　
主
席
も
剃
髪
其
外
遊
女
子
供
井
二
若

き
女
中
と
も
思
ひ
思
ひ
二
髪
結
な
と
い
た
し
雑
談
最
中
　
巳
之

上
刻
又
候
大
地
震
　
山
川
震
動
五
日
之
地
震
に
十
倍
　
誠
二
腹

魂
も
失
し
　
親
子
兄
弟
夫
婦
離
散
拙
寺
二
又
々
逃
げ
来
る
も
あ

り
　
朝
見
八
幡
宮
へ
に
け
行
者
有
　
船
に
て
向
地
二
逃
げ
行
く

者
も
あ
り
拙
寺
二
逃
げ
来
る
者
と
も
雪
踏
か
た
し
下
駄
か
た
し

又
ハ
わ
ら
ん
じ
　
何
れ
も
土
足
典
雄
奥
の
上
板
敷
の
差
別
な
く

女
子
供
ハ
な
き
さ
け
び
言
語
絶
ス
ル
有
様
　
実
二
前
代
未
聞
大

そ
ふ
ど
ふ
　
別
府
之
方
ハ
所
々
家
倒
又
は
六
七
分
倒
れ
　
或
ハ

壁
落
井
戸
水
あ
ふ
れ
大
地
破
れ
下
よ
り
す
な
泥
お
ふ
き
出
し
候

得
と
も
　
演
脇
之
方
ハ
仕
合
と
左
程
之
義
も
コ
レ
無
ク
　
か
へ

土
壱
ツ
落
損
し
候
家
壱
軒
も
コ
レ
無
ク
す
こ
し
ハ
案
心
の
事
二

候
　
然
ル
所
拙
寺
二
走
り
込
候
人
々
　
追
々
二
菜
園
築
山
其
外

戎
屋
田
地
ヨ
リ
歳
之
神
大
明
神
様
社
内
ヨ
リ
下
墓
所
迄
思
ひ
思

ひ
二
か
り
小
家
を
こ
し
ら
へ
申
候
　
小
家
数
凡
八
九
十
軒
計
出

来
　
拙
寺
方
丈
ヨ
リ
庫
司
之
内
其
雄
住
居
い
た
し
候
者
も
多
分

之
事
二
候
　
し
か
る
所
少
々
宛
之
地
震
ハ
昼
夜
二
捨
六
七
度
宛

動
き
中
候
安
心
成
ラ
ザ
ル
事
二
候
　
折
悪
く
庖
癒
流
行
二
而
小

児
病
中
之
者
小
家
之
中
二
平
臥
コ
レ
有
り
候
者
七
八
人
も
相
果

申
候
　
誠
二
あ
わ
れ
至
極
之
事
と
も
也
　
去
り
乍
ラ
追
々
居
な

れ
候
ヘ
ハ
酒
さ
か
な
蕎
麦
菓
子
之
類
売
廻
り
日
々
賑
ハ
敷
事
二

候
　
十
二
三
日
頃
ヨ
リ
追
々
帰
宅
い
た
さ
れ
候
得
共
残
ラ
ズ
引

取
二
相
成
候
事
八
十
七
日
二
候
　
併
シ
乍
ラ
諸
道
具
夜
具
ナ
ド

ハ
極
月
迄
も
拙
寺
二
預
り
置
申
候
　
右
様
大
勢
走
り
込
人
勢
の
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つ
よ
き
「
　
　
　
」
　
拙
寺
ハ
瓦
壱
ツ
落
ず
か
へ
壱
ケ
所
破
損

い
た
さ
ず
無
事
実
二
神
仏
の
加
護
力
な
り
　
去
り
乍
ラ
両
村
之

内
二
面
は
人
壱
人
も
損
し
申
サ
ズ
仕
合
の
事
也
　
府
内
乙
津
鶴

崎
邁
ハ
余
程
人
も
そ
ん
し
候
よ
し
二
承
り
申
候
　
右
十
日
余
り

の
事
　
中
々
筆
紙
二
沓
シ
難
シ
万
か
一
相
記
置
也

二
安
政
五
成
午
年
五
月
廿
五
日
晴
天
　
辰
之
中
刻
山
谷
鳴
動
し
大

　
地
震
三
日
四
日
引
続
き
来
ル
　
然
ル
処
諸
方
大
混
雑
別
而
別
府

　
之
方
動
之
強
く
候
ヘ
ハ
　
皆
々
拙
寺
境
内
始
諸
方
へ
に
げ
行
そ

　
ふ
ぞ
ふ
敷
事
二
候
　
拙
寺
菜
園
二
小
屋
掛
ケ
出
来
　
尤
も
別
府

　
米
屋
清
左
衛
門
　
府
内
屋
太
郎
兵
衛
　
日
野
鼠
玄
八
八
演
脇
庄

　
屋
其
外
向
ば
田
漫
之
者
多
分
小
屋
掛
ケ
い
た
し
候
　
若
松
屋
隠

　
居
是
ハ
天
口
海
亭
二
寄
寓
　
其
余
性
名
相
記
し
申
サ
ズ
候
　
同

　
日
未
之
刻
頃
夕
立
雨
来
内
外
大
混
雑
　
其
後
半
晴
半
曇
　
辰
之

　
刻
ヨ
リ
相
替
ラ
ズ
時
々
山
谷
鳴
動
皆
々
大
心
配
　
先
年
寅
年
大

　
地
震
二
相
替
ラ
ズ
天
災
恐
敷
事
候
　
夜
分
寺
内
雨
戸
明
け
は
な

　
し
守
夜
専
こ
一
申
付
候
　
夜
分
雨
晴
レ
候
得
共
地
鳴
ハ
折
々
相

　
休
マ
ズ
誠
二
不
安
心
之
事
二
御
座
候
　
廿
六
日
曇
天
相
替
ラ
ズ

　
地
震
勤
仕
候
　
夜
分
戌
之
中
刻
大
壱
ツ
来
皆
々
驚
動
　
廿
七
日

晴
天
卯
之
上
刻
大
地
震
壱
ツ
来
　
巳
之
中
刻
又
候
大
壱
ツ
来

夫
ョ
リ
皆
々
大
そ
ふ
と
ふ
追
々
荷
物
ナ
ト
寺
内
え
持
込
小
屋
掛

ケ
出
来
い
た
し
候
　
其
後
地
震
も
段
々
軽
く
相
成
晦
日
小
屋
引

彿
二
相
成
申
候
　
去
り
乍
ラ
少
し
宛
折
々
鳴
動
相
休
マ
ズ
候
二

付
　
六
月
五
日
よ
り
朝
見
八
幡
宮
二
お
ゐ
て
鶴
見
権
現
へ
祈
祷

神
楽
修
行
　
同
七
日
鶴
見
嶽
於
権
現
社
祈
祷
満
散
　
右
二
付
六

ケ
村
寺
院
も
萬
民
安
穏
之
た
め
於
社
中
読
経
祈
願
致
呉
候
様
村

方
庄
屋
方
ョ
リ
頼
ミ
コ
レ
有
り
候
付
　
七
日
早
朝
ョ
リ
暑
中
厭

わ
ず
登
山
　
理
趣
分
壱
座
真
読
祈
念
い
た
し
候
　
尤
も
弁
当

銘
々
持
来
先
方
二
面
為
神
酒
壱
杯
コ
レ
有
り
候
　
右
之
義
一
統

俗
説
二
　
此
度
之
地
震
を
鶴
見
嶽
之
荒
と
申
候
為
祈
願
如
此

其
感
座
か
其
ョ
リ
鳴
動
不
致
候

古
文
書
解
読

明
治
初
年
の
農
民
蜂
起

　
　
　
　
　
　
　
　
御
一
新
新
運
上
御
断
り

農
民
の
「
御
一
新
」
へ
の
最
大
の
期
待
は
、
年
貢
の
軽
減
で
あ
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